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１．具体的計画性
　自殺を具体的に計画している状況は、自殺の危険性が高いと判断される。

１）時期を計画している

　　例）「○月○日に」とか「○の記念日に…」等

２）手段・方法を計画している、確保している

　　例）練炭を買っている、ロープを用意している等

２．出現時期・持続性
　衝動的に高まる、あるいは変動が激しく制御不能、慢性的に、あるいは日常的に持続し消退し

ない、等は危険性が高い。

３．強度
　強く確信的な希死念慮・自殺念慮は危険性が高い。

４．客観的要素
　本人が言明していなくても、希死念慮・自殺念慮が周囲から見て明らかな場合、あるいはそれ

らがあるのに否定する場合は危険性が高い。

ⅴ）危険因子の確認

　自殺念慮を認めた場合はいうまでもなく、自殺念慮を否定している場合でも、自殺の危険因子

を認めた場合は自殺の再企図の危険性が高いと考える必要がある。


